
プラチナサポート加盟店の皆様へ 

先日、「2000 円札初めて見た」と言われたことがあり、今回は、「昔のお札」についてのお話です。 

私が子どものころは 500 円札が使われていました。今では硬貨が当たり前ですが、当時は紙のお札でした。また、2000 円札

も発行当初は話題になりましたが、今では見かける機会が少なくなっています。若い世代の中には、実物を見たことがないという

方も増えているかもしれません。 

実は、日本で過去に発行されたお札の多くは、現在でも法的には有効です。1円札、10円札、100円札なども、今でも使う

ことができます。普段目にしないだけで、価値がなくなったわけではありません。 

ここから学べるのは、「使われなくなること」と「価値がなくなること」は別だという点です。環境や習慣が変わると、表舞台から姿を

消すものもあります。しかし、本質的な価値そのものが消えるとは限りません。 

私たちの取り組みや強みも同じです。時代の流れの中で目立たなくなることがあっても、磨き続け、伝え続ければ、再び必要とさ

れる場面が訪れます。 

今週もどうぞよろしくお願いいたします。 
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